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研 究主題 国際化す る社会 と異文化 への理解 を深め る授業展開 の工夫

一生徒 の実態 に合わ せた教育 メデ ィアの工夫 一

主題設定の理由と研究の経過

人 の国際化 が急速 に進展す る現代 の 日本社会 では、異文化 との接触機会 が増大 し、多様 な文

化 を受容 し理 解を深 める ことが求 め られてい る。そ こで、本部会 では、真の国際理解 に基 づき、

望 ま しい交流 ので きる生徒 の育成 を 目指 し、明治期 の欧州 におけ る日本観 、民族共 存へ の取 り

組 み、地域 の文化的特性 の考察 、三 っの視点 か ら研究主題 に迫 る ことに した。また、生徒 の能

力 や価値観 などの多様化の進展 の中で、学習指導 での個性化 ・特色化 が一層求 め られ てい る。

そ こで、学 習内容 の工夫 と合 わせて、生徒 の実態 に合 わせ た教育 メデ ィアのよ り一 層 の活 用 も

試 みた。なお、本部会 は教育 メデ ィアを、地図 ・年表 ・各種統計 ・年鑑 ・白書 ・新聞 ・読 み物 ・

その他 の資料 及 び各種教育機器 な ど、広 くとらえた。

1明 治期 の欧州 にお ける 日本観 一 ビゴー ・ワーグマ ンなどを題材 と して 一

欧米 な ど世 界の国 々におけ る日本社会へ の認識 は、近代化 の始 ま った明治時代 か ら、欧 米列

強 と対立 した第二次世界大戦 までの時期 に比 べ ると大 きく変化 した。 日本 は、かって欧米 よ り

「ジ ャポニスム」 や 「黄禍 」な どの イメー ジを付与 され、真の理解 を得 られて い なか った面 も

あ った。 しか し、逆 に、現代 の 日本 は、世界 の国々に対 して、同様 に一面 的理解 を してい る と

ころ もあ る。 そこで、 この グル ープで は、明治期 の日本 と欧州 との交流の中で描かれた ビゴー ・

ワー グマ ンの素描 を素材 として、明治期 の欧州 におけ る日本観 を 、「19世紀 後 半 の欧 州 に お け

る 日本観 」「博覧 会の時代」「近代化 の過程 にみ る上野公園」「明治 の 日本 と日本人 を描 い た フ

ランス人 画家 ・ビゴー」「近 代 ジャーナ リズムの成立 とその影響」の五 っ の テ ーマを通 して 、

歴史学習 の中で考察 させ、異 文化 に対 す る理解 を深 めさせ る授業展開 の工夫 を試 みた 。

皿 民族共存 への取 リ組み

冷戦終結 以後 の世界各地 で多発 す る民族問題 を理解す るには、政治 ・経済制度 な どの視 点 か

らの考察 ばか りで はな く、宗教 、言語 、歴史的経験 などを背景 として形成 され る民族 文化 や民

族意識へ の認 識を深 める ことが重要 であ る。そ こで、 この グループでは多発 す る民族 問題 の 中

で、特 に、民 族の共存 を指 向 しっつあ る地域 に注 目 し、「パ レスチ ナにお ける共存 の試 み」「人

種共存社 会」「ベルギ ーにお ける民族共存」の三つの テー マを取 り上 げ、 民 族 の もっ多 様 な文

化的 な価値観 や意識 を理解 させ るとともに、その解決 の方策 を考察 させ、国際化 す る日本 社会

において異 文化理解 を深 めさせ る授業展開 の工夫 を試 みた。

皿 地域 の文 化的特性の考察

国際化 す る現代の世界 において、各地域 の文化 は表層面で同質化す る一方、基層面 で は地 域

の独 自性 が存 在 し、文化の重層性 が一層進展 している。国際社会 に生 きる生徒 は地域 文化 の独

自性 と同質性 を認識 し、地域文化 を様 々な面 か ら再発見、再評価す るこ とが大切 であ る。 そ こ

で、 この グル ープで は、地域文化 の持っ多面性 に注 目 して、「フィ リピンの食文化」「世宗 の事

績」「近代 の北 海道 とアイヌ民族」「東京 における大正～昭和初期の生活文化」「アメ リカ ニズ ムの

解読」 の五 っの テーマを取 り上 げ、異文化 を実感的 に理解 させ る授業展開 の工夫 を試 み た。
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1明 治 期 の 欧州 に お け る 日本 観 一 ビ ゴー ・ワー グ マ ンな ど を題 材 と して 一

1.19世 紀後半 の欧州 におけ る日本観

(1)教 材 として取 り上 げた理由19世 紀後半の欧州 における日本観 は、明治維新以 降 の近 代

化 の推 進 におけ る 「後進 国の優等生」時代、 それ とは逆 に、 日清戦争 後の欧米列強 に強 い警

戒 感を与 えた 「黄禍 」時代 に大別 され る。近代化 の推進 によ る日本 の強国化が、欧米 列 強 の

ア ジア諸国 への進 出 と利 害対立 し、 また、 日本 などア ジア諸国 への人種的偏見 を助 長 した と

す るな らば、「黄禍論」 は、19世 紀後半 の 日本 な どア ジア諸 国 に対 す る偏 見 を伴 った理 解 で

あると言 え る。 こ うした、19世 紀後半 の欧州 における一面的 な 日本 理解 は、現代 の 日本 社会

におけ るア ジア ・アフ リカなど発展途上国 に対す る理解 と同 じ様 な構図 を描 いて いる面 もあ

る。 そ こで、 ビゴー ・ワーグマ ンの素描 を素材 に、欧州 か ら見 た日本の近代化 の姿 を理 解 さ

せ る とともに、「黄禍論」 の背景 や当時の国際社会への影響 を考 察 させ る ことを通 して 、 国

際化す る日本 社会 にお ける、真 の相互理解 に基 づ く国際交流 への認識を深 め ることをね らい

と して 、本教 材を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 本時 では ドイ ッ皇帝 ヴィルヘル ム2世 か らロ シア皇帝 ニ コライ2世 に贈

られ た 「黄禍 の図」 と手紙 を紹介 し、19世 紀後半 の欧 州 にお ける黄 禍論 の発生 が、明 治 期 の

日本へ の理解 に どの よ うに影響 したかを考 え させ る。また、黄 禍論が生 まれた背景 や、 基本

的 な考 え方 にっ いての認識 を深 あさせ る ことを通 して、現代 の人種問題 などを考 察 させ る。

なお、本時 は 「日本の近代化 と国際交流」 の中で取 り上 げ、「ビゴー ・ワー グマ ンの素 描集

か ら見 た欧州 にお ける日本観」、「ア ジア ・ア フ リカにおけ る帝 国主 義の進展」、「上 野の 地域

調査」 の4時 間構成の第2時 限 にあたる。新学習指導要領 で は、 「世界 史A」 の 「(3)19世

紀 の世界 の形 成 と展開」 の 「㈲ ア ジア諸国 の変貌 と日本」、「世 界史B」 の 「⑤ 近 代 と世界

の変容」 の 「㈲ ア ジア諸国 と ヨー ロッパ の進 出」 で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・前 時の復習 ○ ビ ゴー ・ワー グマ ンの 素描 プ リ ン トにっ いて の コ ・素 描 プ リ ン ト

導 ・明治期 日本 メ ン トを 発 表 し、共 通 理 解 を 図 る。 ・ ワ ー ク シ ー ト 配

への欧州 の イ ○ ワー ク シ ー トの作 業 を通 して 、授 業 に お け る基 本 布
入

メ ー ジ 的事項 を理解 す る。

・「黄 禍 論 」 ○ 「黄 禍 の 図」 と 「ウ ィ リーか らニ キ へ の 手 紙 」 を ・ ワ ー ク シ ー ト

展 の発生 紹介 し、黄禍論 にっいての歴史的背 景を理解す る。 ・資料 「黄禍 の 手

紙 ・図 」

・日本 に お け ○明治期 の 日本 におけ る知識人 ・政 治家 ・官僚 が ど ・資 料 「行 人 」

開 る欧州理解 のよ うな欧州理解 を していたかに着 目す る。 「それか ら」 「親 独

家 」
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・日本 に お け ○明治期の 日本 にお ける、外 国風俗 の流行 にっ いて ・ ワ ー ク シ ー ト

る外国風 俗 の 理 解 す る。 ・資料 「日本 人 像

流行 ①色眼鏡 の流 行の背後 にあ る国際 的な問 題 にっ い の ル ー ツ 」 「 ド イ

展
て ッ皇太子 の来 日」

②色眼鏡の流行を通 して見た明治期の日本人の意 「色 眼鏡 」

識
開

・ 「黄 禍 論 」 ○英 国 により保 護国化 されていたエ ジプ ト人の心情 ・資 料 「日本 の 乙

の国際的 な影 を通 して、 アラブ諸国の人 々 の意 識 を理解 し、 「黄 女」

響 と目的 禍 論」が与 えた民族 独立運動 への影響 を考 察す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト

・ 「黄 禍 論 」 ○ 「黄禍論」による最初の外交上の影響が三国干渉
・資料 「日清戦争」

ま の変化 で あ った こ とを 理 解 す る。 「列強 」「西洋 へ の

と ○ 日露戦争前後 、各種 マスメデ ィアによ り流入 した 道」

め 日本 にっいての大量 の情報 が、欧米 におけ る 「黄禍
・ ワ ー ク シ ー ト 作

論 」を変質 させた ことを理解 す る。 業

(4)評 価 の観点 ①19世 紀後半の欧州 にお ける日本観の形成 を、 ビゴー ・ワー グマ ンの素 描

を通 して考 察す ることがで きたか。②19世 紀後半 にお けるマスメデ ィアの報道 の様 子 を通 し

て、明治期 の 日本 が どの様 に理解 され、 また、外国を どの様 に理解 したか を認識 す る ことが

で きたか。③ 「黄禍 論」が、列強の植民地主 義 に対す るアラブ諸国の民族意識 の昂 揚 と独 立

運動 に も結 びっいてい ることを理 解す ることがで きたか。④ 各種の マスメデ ィアを通 して伝

え られ た 「黄禍論」 が、 日本 人 にどの ように理 解 され、 また、 日本の対外発展 に どの よ うに

影 響 したか理解 で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ① 日本 にお ける外国風俗 の流行の指導 は、単 に色眼鏡 の流行 にと どま

らず、色眼鏡 を着用 した明治の知識 人 ・政治家 ・官僚 に対 す る外国人の評価 に も触 れ、多 角

的 に把握 させ るよ うに配 慮す る。② ワークシー ト作業 では、で きるだ け ビゴー ・ワーグマ ン

の素 描 を活用 して実感 的イ メー ジをわかせ るよ う配慮 す る。

2.博 覧会 の時代 一その社 会的、歴史的意義 一

(1)教 材 として取 り上 げた理 由19世 紀後半 か ら20世 紀前半 は、欧米 の産業 ・技 術 ・文化 が

広 く世界 に行 き渡 った時代であ るとともに、博 覧会の時代 とい うこと もで きる。1851年 の ロ

ン ドン万博 を契機 として、19世 紀後 半、欧米 各地 で は平均 して約4年 毎 に万国博覧 会 が開 催

され た。欧米 各国 は、万 博開催によ り各国 へ産業製 品や先進 の科学技 術を広 めた り、 また、

万博を国 内の産業界 、経 済界の発 展の契機 な どに した。 さらに、新 た に獲得 した植民地 の物

産等を紹介 した り、植民 地の人々を連 れて来 てその集落 を再現 した展示等 も行 った。明治 維

新 後、近代国家 の歩 みを始めた 日本 は、積極 的に欧米 の万博 に参加 す るとと もに、国 内 で も

多 くの 内国勧業博覧 会を開 き、欧 米の科学技術 、産業 、生活様式 を紹 介す るなど して殖 産興

業政 策 の一環 と した。 日本 の万博 への参加 は、 ジャポニスムに見 られ るように、欧米 に お い
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て 日本 の伝統 文化 に対す る ブームを引 き起 こ した。 また、国内で行われ た、博覧会 は見世物 、

レク リエ ー ションと して の要素 も多 く、庶民 の好奇心を引 きっ け、娯楽 の場 として大 い に盛

況 を博 した。 そこで、博覧会 に登場 した様々 な展示品や事柄を事例 と して、博覧会 を通 して

行 われた国際文化交流 の社会的意義 、歴史的意義 を理解 させ るとと もに、明治期 の欧 米 に お

ける 日本観 、 日本 におけ る欧米観へ の考察を深 めるね らいと して、本教材 を取 り上 げ た。

(2)本 時のね らい 本時 は3時 間構成 の第2時 限 にあたる。第1時 限で は、近代 にお け る日

本 の異 文化理解、国際交流 の概要 を ワーク シー ト等で理解 させ る。また、博覧会を描 いた ワー

クシー トで その様子 を概観 してお く。本時で は、殖産興業的性 格 とと もに、帝国主義 的 側面

が見 え始め た り、娯楽 としての要素 が多 くなった1970年 の東京勧 業博覧会 を取 り上 げ る。 そ

して、当時の マスメデ ィアを通 じて、博覧会 の意義を、その歴史的経緯、 日本 の国 内状況 、

国際関 係等 と関連 させ理解 させ る とともに、博覧会の国際交流 に果 た した役割 にっ いて 理解

させ る。 さ らに、博覧会 の帝国主義的側面 を通 して、列強及 び日本 の対外政策 にお ける博覧

会 の位 置づ けに着 目させ るとともに、日本 の近代化 の意義 を考察 させ る。第3時 限で は、博

覧会 の会場 となった上野公園 の地域調査 を行 い、上野地域 に対す る理解 を深 め るとと もに国

際交流 の様子を実感 させ る。新学習指導要領 では、「日本史A」 の 「(4)近 代 日本 の形 成 と

展開 」の 「ウ 近代産業 の発展 と国民 の生活」、「日本史B」 の 「⑤ 近代 日本 の形 成 とア ジ

ア」 の 「ウ 国際関係 の推移 と近代産業 の発展」 で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・万国博 覧会 01851年 の第1回 ロ ン ドン万 博 か ら、1904年 の セ ン ・資料 「パ ンチ誌」

導
の歴史 トルイス万博 までの歴史を概観 し、万博 やその会場 な ど

で ある都市 その ものが巨大 なメデ ィア装置 であ る こ ・ ワ ー ク シ ー ト

入
とを理解す る。

・内国博 覧会 01877年 の第1回 内国勧業博 覧 会か ら1907年 の東 京 ・ ワ ー ク シ ー ト

勧業博覧会 までの歴史 を概観 し、欧米の科学技術 の ・郷土博物館 のパ

摂取の様子 を理解す る。 また、第1回 内国博 に出品 ン フ レ ッ ト

展
した レンガ工場 か ら明治期の殖産興業の一端を知 る。

・東京勧業 博 ○新聞や錦絵等か ら東京勧業博覧会の様子を知 り、 ・資料 「虞美人草」

その多様 な性格 や後世 に与え た影響 を理解す る。

・日本 の 万 博
○ ヨ ー ロ ッ パ に 与 え た ジ ャ ポ ニ ス ム や 、 ウ ィ ー ン 万

・博 覧 会 のパ ン フ

へ の参加 博の報告等か ら日本の万博の受 けとあ方を知 り、 当 レ ッ ト

時の国際文化交流の様子を知 る。 ・パ リ博 の絵葉 書

開 ・万博 の帝国 ○万博 にお ける各国の植民地展示 や 日本の内国博 で ・ ワ ー ク シ ー ト

主義的側面 の台湾館、 アイヌ館 などの展示 か ら、博覧会の帝 国

主義 的側面 を理解す る。
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ま

と

め

・日本 の近 代

化 に対す る外

国人 の評価

○近代化以前 の ゴロウニ ン、オール コックの日本 に

関 す る著作 と、明治末 の孫文 、ネールの日本 にっ い

ての著作 を通 して 日本 の近代化 に博覧会 が果 た した

役割 や 日本 の近 代化 の意義 を考察す る。

・ ワ ー ク シ ー ト

(4)評 価 の観点 ①19世 紀後半 の国際交流や社会状況な どを通 して、博覧会 の意義 及 び影 響

を理解 で きたか。②台湾館や遊戯施設等が登 場 した東京勧業博 の様子 か ら博覧会 の多様 な性

格 を理 解で きたか。③博覧会の役割が、帝国主義 と表裏一 体 となって いるこ とが理解 で きた

か 。④ 日本の近代化 に対す る外国人の評価を対比 して見 ることで、 日本 の近代化 の意義 や在

り方 を多面的 に理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①素描、錦絵、写真 などの資料を効 果的 に活用 して、生徒 が主体 的 に

考 え られ るよ うに配慮す る。②博覧会の娯楽的側面だ けに着 目 しないよ う留意す る。③ 日本

の近代 化を一面的、肯定的 イメー ジのみで捉え ないよ うに留意す る。

3.日 本の近代化の過程 にみる上野公園

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 江戸時代、上野東照宮、東叡 山寛永寺 などの堂宇 の林立 し

た上野 の山は、江戸町人 の遊 山の場 として賑 わいを見せ た。明治期 の近代化 の進展 の中、 オ

ランダ人 医師のボー ドワ ンの提言 に より、 日本初 の西洋風公園 として上野 公園が造 られ 、園

内 には、帝室博物館(現 在の東京 国立博物館)や 帝国図書館(現 在 の国立 国会図書 館上 野支

所)な ど欧風建物 が建て られた。 また、園内では、 しば しば内国勧業博覧 会が開かれ、 科学

技術、産業 、生活様式 な どの西欧 文化が紹介 され、多数 の国民 の人気 を集 あ、賑わ った。 そ

こで、 明治期 日本 への西 欧文化流入の窓 口 とな った上野公園 を事例 と して取 り上 げ、明 治期

の日本 の近 代化 に果た した役割を理解 させ るとともに、明治期 日本 の近代 化の様子 にっ いて

の認識 を深 め させ ることをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時で は、明治期の近代 化の過程 におけ る上野公 園を、江戸時代及 び現

代 と比 較 し、西洋文化流入の様子 を認識 させ、同時に、歴史 的視点 や国際交流の観点 か ら、

上野 の地域社会 にっ いて考察を深め る。本時4時 間構成 の第4時 限にあたる。第1時 限では、

ビゴーの素描 を通 して明治期の 日本の姿を理 解 させ る。第2時 限で は、上 野地域 の歴史 を理

解 させ、 また、上野公園 の建造物の見学のポイ ン トな ど上野 公園の地域調 査 の文献調査 を行

う。第3時 限で は、 ビデオの活用や プ リン ト資料への調査事項 の記入な どによ り、上野 公 園

の地域 調査を行 う。新学習指導要領 は、「日本史B」 の 「⑧ 地 域社 会 の歴史 と文化 」 で扱

う。
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(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・上 野高校 周

辺 につ いて

○地図 によ り、上野高校 が江戸時代 、寛永寺 の子 院

護国院 の敷地(墓 地)で あ った ことを知 り、現 在 の

上野高校周辺 との環境 の違 いを比較 す る。

○ ボー ドワ ン博士 が、上野 山内を公園 にすべ き と政

府 に建議 した ことを知 る。

・資料、 ワー クシー

トの 配 布

・ビデ オ 「上 野 公

園 に あ る ボ ー ド ワ

ン博 士 像 」

展

開

・明治時 代 の

上野公園

・上野公 園 と

異文化理解

○江戸 時代の上 野の山周辺 と明治時代 の上野公 園 と

の建 造物 などの違 いを絵や素描、 ビデオか ら理 解 し

西欧 文化の影響 を知 る。

○ペ リーの 「日本遠征記」 にある下 田混浴 の絵 と、

黒田清輝の 「朝赦」 を対比 し、女性 の裸体 に対 す る

価値観の違 いにつ いて考察す る ことを通 して、西欧

文化 にっ いて認識 を深 め る。また、現代 におけ る黒

田清輝 の評価 を考 え る。

○森鴎外 の旧居 の ビデオ画面 や小説 「舞姫 」の もと

にな った彼 の体験 な どか ら、明治期 にお ける知 識 人

の西欧理解 にっ いて考 え る。

○上野公園で博覧会が しばしば開かれ、観覧車、ウォー

タース ライ ダーな ど西欧文化 が紹 介 され、上 野公 園

が西欧文化流入 の窓 口 にな っていた ことを知 る。

○西欧文化 の導入 とは対照 的に、 日本の伝統文化 が

喪失 された ことにっいて も理解 す る。

・資料 及 び ビデオ

の提示

・写真 「黒 田記 念

室内部」

・資料 「下 田混 浴

の絵」「朝赦」

・ビデオ 「森 鴎 外

旧居」

・小説 「舞姫 」

・資料 「上 野公 園

と博覧会 」

ま

と

め

・近代化 の過

程 にお け る上

野公園

○近代化 の過程 にお ける上野公園にっ いて まとめ る

ことを通 して、異 文化理解 とは何か、国際交流 とは

何かにっいて考 察す る。

・ ワ ー ク シ ー ト の

提 出

(4)評 価 の観点 ① 自分 たちの学校 や上野 の地域 にっいて愛着 が もて たか。②明治 期 の近 代

化 の過程 にお いて上野公園 の果 た した役割 にっいて理解 が深 あ られ たか。③上野公 園 に関す

る資料 や公園 の建造物 を通 して、明治期 の近代化 の様子 にっいて理 解で きたか。

(5)指 導 上の留意点 ①明治期 の上野公園 への西欧文化流入 にっいて、写真 ・ビデオ な どを

活 用 し、具体的 イメー ジを持 たせ るよ う配慮 す る。② 日本 文化 との比較 を通 して、西欧 文化

にっいての理解 を深 あるよ う配慮す る。

一7一



4.明 治の 日本 と日本人 を描 いたフラ ンス人画 家 ・ビゴー

(1)教 材 として取 り上 げた理由 フランス人画家 ・ビゴーは、浮世絵 に象徴 され る日本 の民

衆文化 に憧 れ、浮世絵 や 日本画 の画法 を学ぶ ため、1882年 に来 日した。 ビゴー は、18年 間 に

わ たる 日本 での滞在 中、鹿鳴館 な どに象徴 され る欧化政策 を猿真似 と批判 し、浮世 絵が 描 い

た市井 の人 々の生活 を哀惜 を込 めて描 いた。 ビゴーの素描 は、写真 や映画 な どが未 発達 な時

代 にお いて、急速 に西欧 化す る明治期 の 日本 と日本人 を描 いた貴重 な記録 であ り、 また、 日

本の民衆生活 や文化 の価 値 に対 す る、西欧 におけ る評価 として大 きな意義 を もっ。 そ こで、

ビゴーの 「日本素描集 」、「続 日本素描集」 を事例 として、欧化政策 が進展 す る明治期 の 日本

の生活文化 の様 々な様相 を理解 させ るとともに、西欧 における 日本観 の一例 と して考察 させ

る ことを通 して、 日本 の伝統的民衆 文化への認識 を深 め ることをね らい と して、本教材 を取

り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本 時 は全4時 間構 成の第2時 限にあた る。第1時 限で は、 ワー クシー ト

等 によ り、明治期 にお ける異文化理 解や国際交流 の概要 にっいて認識 させる。第3時 限では、

ビゴーの来 日の契機 とな った、浮世 絵をめ ぐる明 治期 におけ る日本 と西欧 との交流 にっ いて

理解 させ る。第4時 限で は、上野公園の地域調査 を実施 し、実 際 に浮世 絵を鑑賞す る等 の活

動 を通 して、 日本の近 代化 の過程 にお ける西欧 との交流 にっいて、理 解を深め させ る。本 時

では、 ビゴーが 日本で どのよ うな生 き方を したか、 ビゴーが明 治の 日本 と日本人 を どの よ う

に描 いたか、 ビゴーの 「日本素描集」 と 「続 日本 素描集 」を題 材 と して、文明開化期 の 日本

社会 にっいて考察 させ る。 また、「西欧 への崇拝」「賛嘆」「尊敬」 への象 徴 と して 、鹿 鳴館

で繰 り広 げ られ た舞踏会 と、伝統的な 日本 の民衆 文化の象徴 と しての芸者 との関 わ りに着 目

させ ることを通 して、一外国人画家の 目に映 った文明開化 の 日本社 会の一断面 にっ いて理 解

させ る。新 学習指導要 領で は、「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展 開」 の 「ア 欧 米 文

化 の導入 と明治維新 」、「日本史B」 の 「(5)近代 日本 の形成 とアジア」の 「ア 欧米文 化 の導

入 と明治 維新 」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・ ビ ゴ ー の 人 018年 間 日本 に滞在 し、 日本人女性 と結婚 して 、一 ・ ワ ー ク シ ー ト の

導
物 像 と 来 日 子 を もうけた ビゴーの人物像 や浮世絵 の世界 に憧れ、 配布

(1882年)の 日本美術 の神髄 に じかに触 れて学 びたい と決意 して ・資 料 「ビ ゴ ー の

入
目的 や って きた 、来 日の 目的 に っ い て理 解 す る。 来 日」

・鹿 鳴館 と欧 ○ ビゴーの滞 日期 間が、鹿 鳴館 に象 徴 され る、急速 ・資料 「鹿 鳴館 と

化政策 な近 代化や文明開化が進展 す る時代 であ った ことを 欧化政策」
展

理 解 す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト の

・ ビ ゴ ー の 批 ○ ビゴーが、宴 会 にうっっを抜 か し、賄賂を受 け取 作成
開

判 り、鹿鳴館で ワルツを踊 って西 洋人の猿真 似を して ・資 料 「ビ ゴ ー の

いる高級官僚を批判 して いることを理 解す る。 批判」
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・ ビ ゴ ー の 日 ○ ビゴーが 日本 に溶 け込ん で暮 らそ うと し、外 国人 ・資料 「日本 の生

本 にお け る生 居留地 を出て麹 町や市 ケ谷 に住み、 また、 日本語 を 活 」

き方 習 い、着物 を着 て下駄 をはいて生活 して いた ことを

展 理 解 す る。

・ ビ ゴ ー と 日 ○ ビゴーが、近 代化 や文明開化 とはあま り縁 の ない ・資 料 「ビ ゴ ー の

本 の民衆 との 民衆 との交流 のなかで、民衆 の姿 を描 いたおびた だ 交 流」

交流 しい数 の素描 を残 した ことを理解す る。

開 ・ ビ ゴ ー の 離 ○ ビゴーが自由民権運動や外国居留民の要求を無視 ・資 料 「ビ ゴ ー の

日(1899年) して、近代化 へ とひた走 る指導者層 を批判 し続 けた 離 日」

とその背景 ために、官憲 の弾圧 に直面 し、 日本 を離 れた ことを

理 解 す る。

ま
・異文化理 解 ○ ビゴーの 日本 におけ る生 き方 や民衆 との交流 の な ワ ー ク シ ー ト の 作

と や国際交流 の かで描 いた素描 な どか ら、異文化理解 や国際交 流 の 成

め 在り方 在 り方 について理解 を深 める。

(4)評 価 の観点 ①浮世絵、 日本画 など日本 の伝統文化を愛 した ビゴーが、鹿鳴館 に象徴 さ

れ る欧化政策 に対 して、批判的で あったことを理解で きたか。② ビゴーの作品が、 日本 の民

衆 との交流 の中か ら描かれ たことを理解で きたか。③ ビゴーが、 日本語 を学習す る等 、 日本

の民衆 に溶 け込 み、 日本の民衆文化を肌で感 じとろ うと した ことを理 解で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ビゴーの作品 の理解 にあたって は、視聴覚機器 などを有効 に活用 す る

とと もに、取 り上 げ る作品 を精選す る ことを通 して、指導内容 の精選構造化 を はか るよ う配

慮す る。

5.近 代 ジャーナ リズムの成立 とその影響

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 情報化が進 む現代 の社会 において ジャーナ リズムの果 たす

役割 は極 めて大 きい。我 々は新聞 ・雑誌 ・テ レビ ・ラジオなど様 々なマスメ ディアか ら もた

らされ る情報 の中で生活 し、各種 マスメデ ィアか らの情報が政治 ・経済 ・文化 な ど多 くの分

野 に大 きな影響 を もた らして いる。現代の ジャーナ リズムの基本構造 は、幕末 の開国か ら明

治時代 にか けて 日本 に滞在 した、欧米の外国人 ジャーナ リス トの大 きな影響 を受 け形成 され

た。彼 らは、急速 に近代化 して い く日本の様 子 を、政治事件のみな らず、風俗 ・習慣 など様 々

な面か ら論評 した。 そこで、明治期、 日本で活躍 した外国人 ジ ャーナ リス トの活動を通 して、

日本 におけ る近代 ジャーナ リズムの成立 を理 解 させ るとともに、欧米 の人 々の眼 に映 った 日

本 の近代化 の在 り方 にっ いての考察を深 め ることをね らい として、本教 材を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 本 時 は4時 闇構成 の第3時 限にあた る。本 時で は、在 日外国人 ジャー ナ

リス トであ った ワー グマ ンと ビゴーの素描 を題材 と して、外国 人 ジャー ナ リス トの わが国 で

の活動 や彼 らの活動 がわが国の ジャーナ リズ ムの発展 に与 えた影響 にっいて理解 させ る とと

もに、彼 らがわが国 の近代化 を どのよ うに とらえていたかを理解 させ る。第1時 限 では、班
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ごとに近代 史 にお ける日本 の異文化理解、国際交流の概要 を ワークシー ト等 で理解 させ る。

第2時 限で は、近代 ジャーナ リズムの発展の概要 について理解 させ る。第4時 限で は、 わが

国 の近 代化の舞台 の一っ とな った上野公園の地域調査を通 して、 日本 の近代化 の過程 に お け

る国際交流 につ いて考察 させ る。新学習指導要領で は、「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形 成

と展 開」の 「ア 欧米文化 の導入 と明治維新」、「日本史B」 の 「(5)近代 日本の形成 とア ジァ」

の 「ア 欧米文化 の導入 と明治維新」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・外国人 ジャー ○開国 により多 くの外国人が来 日し、居留地 で初 め ・絵 「ワ ー グ マ ン

導
ナ リス トの 活 て新聞が発行 され たことに着 目す る。 素描集」

躍 ○来 日 した外国人 ジャーナ リス トは、政治事 件 のみ

な らず、風俗 ・習慣 ・風景 など色々な もの に興味 を
入

持 った ことを 、 ワー グ マ ンの 素描 を通 して理 解 す る。

・日本 の近 代 ○ 外 国 人 ジ ャー ナ リス トの 影 響 を受 けて 、 日本 で も ・年表 「近代 ジャー

ジ ャ ー ナ リ ズ 新聞 が発行 され るよ うになった ことを理解す る。 ナ リズ ムの 発 達 」

ムの成立 へ の ○政府 の新聞弾圧 のなかで 、治外法権の特権 に守 ら な ど

外 国 人 ジ ャー れた外国人 ジャーナ リス トが調刺画、誠刺文 で権力

ナ リス トの か を批 判 して い た こ とに つ い て考 え る 。

か わ り ○政府 の御用新 聞的要素 が強 か った 日本 の ジャーナ
展

リズ ムが 、次 第 に権 力 批 判 を外 国 人 ジ ャー ナ リス ト

か ら学 び継承 したことを理解 す る。

○ ワ ー グマ ンの 影 響 を受 けて 、 「ポ ンチ 絵 」 と呼 ば ・絵 「ワ ー グ マ ン ・

れ る謁刺漫画や調刺似顔絵 が流行 した こと、 また、 ビゴ ー の素 描 集 」、

ワーグマ ンや ビゴーな どの影響 を受 けて 日本人 の調 「団団珍 聞」 など

刺画家が活躍 した ことを知 る。

○ ワ ー グ マ ン ・ビゴ ー らの 外 国 人 ジ ャ ーナ リス トが ・絵 「ワ ー グ マ ン ・

日本 の風俗 ・習慣 などを題 材 と した素描 集や調 刺 雑 ビゴー素描集」

誌 を出版 した り、 日本の新 聞 ・雑誌 に発表 した り し
開

て い た ことを 知 る。

・外国人 ジャー ○急速 に近代化 して い く日本の様子 や政府の対外 政 ・絵 「ワ ー グ マ ン ・

ナ リス トが 見 策 が、 外 国 人 ジ ャー ナ リス トの眼 に どの よ う に映 っ ビゴー素描集 」

た 日本の近 代 たかを当時 の国際情勢 を通 して考察す る。

化 ○ 在 日外 国 人 ジ ャー ナ リス トの素 描 の変化 を通 して、

彼等 の 日本 に対 す る見方の変化 にっ いて考察す る。
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ヒ

ま
・外国人 ジャー ○ 日本 の近 代 ジ ャーナ リズ ムの発 展 に、外 国人 ジ ャー

と ナ リス トが 果 ナ リス トが果 た した 役 割 にっ い て ま と め る。

め た した役割

(4)評 価 の観点 ①外国人 ジャーナ リス トの活動 が、わが国の ジャーナ リズムの発 展 に与 え

た影響 を理解で きたか。② ワー グマ ン ・ビゴーの素描 を通 してわが国 の近代化が外国人 ジャー

ナ リス トにどのよ うに映 ったか、また、わが国の対 外政策 にっ いて どのよ うな危 惧 を抱 いた

かを理 解で きたか。③明治期 のマス メデ ィアに対 す る理解が深 ま ったか。

(5)指 導上 の留意点 ①生徒 が興味 を持 ち易 い素描を利用 し、生徒 が主体的 に考 え られ る よ

うに配 慮す る。②年表 や地図を活用 して、当時の時代背景 を理解 で きるよ う配 慮す る。

ll民 族 共存への取 り組み

1.パ レスチナ にお ける共 存の試み

(1)教 材 と して と りあげた理 由 米 ソの冷戦終結以後 、民族問題 に起因す る紛争 が多発 して

い る。 しか し、解決 に向 けた動 きを示す ものはあま りに も少 な い。パ レスチナ問題 は、 歴史

的 に も40数 年を経過 し、石油危機 をは じあ 日本 とも深 く関係 してい る。 また、1993年 の イ ス

ラエルPLOと のパ レスチナ暫定 自治協定調 印以後 、パ レスチナでは共存に向けた動 きが始ま っ

てい る。その共存 の在 りかたにっいては賛否両論 あ るが、共 存を指向す る行動 として は意味

あ るものであ る。 そ こでパ レスチナ問題 を事 例 と して、民族 問題 にお ける政治 ・経 済的 な背

景 や、 その歴史が醸成 して きた民族感情 の複雑 さを認識 し、民族間の相互理解 と協 力援 助 な

どの共 存を考察 させ る ことをね らい と して、本教材 を とりあげた。

(2)本 時のね らい 本時 は2時 間構成 の第2時 限 にあた る。第1時 限 では建 国か ら現在 まで

のイス ラエルと周辺 のア ラブ諸国 、パ レスチ ナ難 民 との対立 ・抗争 など、パ レスチ ナ問 題 の

理解 を深 あさせ る。本時 では、パ レスチナ民族 意識 をパ レスチナ人青少年 の意識調 査 か ら理

解 させ るとと もに、 イス ラエルの教科書 、 日本 人のイ スラエル滞在記 、イス ラエル 占領 地域

の入植 者の言葉 などか ら、イス ラエル人 の民族 意識 とパ レスチナ問題 にっ いての意 識 を考察

させ ることを通 して、解決 の困難 さと複雑 さを認識 させ るとと もに、民族問題 の解 決 にむ け

た方 向性 を考 えさせ る。新学習指導要領 で は、「世界史B」 の 「(7)現代 の 課題 」 の 「ア 国

際対立 と国際協調」で扱 う。
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(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・パ レ ス チ ナ 01993年 のパ レスチナ暫定 自治協定調印 後 のパ レス
・資料 「新聞 の 写

人 とイ ス ラ エ チ ナ ・イ ス ラエ ル両 首 脳 の 写 真 の 表 情 か ら、 パ レス 真」

入 ル人の感情 チナ問題 の複雑 さ と、解決 の困難 さに着 目す る。

・前時の復習 ○パ レスチナ問題 の基本的 な対立の構図 を考 える。
・発 問

・パ レ ス チ ナ ○パ レスチナ人青少年 の民族意識 にはイス ラム教 な
・資料 「パ レス チ

人の民族意識 どの宗 教 的 な ア イ デ ンテ ィテ ィーで は な く、 故 郷 を ナ人青少年 へ の意

追 われた者 としての意識 がその中心に存在す ること、 識調査」

また、かれ らの 目的が主権 の回復 であ ることを理解

展 す る 。

・ イ ス ラ エ ル ○ シオ ニ ズ ムを 理 解 し、 ま た 、 イ ス ラエ ル建 国 に っ ・資 料 「イ ス ラエ

人の民族意識 いての、イ スラエルの主張の正 当性 と独 善性 にっ い ルの教科書」

て 考 え る。

○宗教国家 と して のイスラエルの現 実を考え、 その ・資 料 「イ ス ラ エ

宗教性 の強 さを考 える。 ル滞在記」

○ イ ス ラエ ル人 の民 族 意 識 に は、 ユ ダ ヤ教 よ り、 シ ・資料 「イ ス ラ エ

オニズムか ら続 く民族 の独立 と祖国保持の思想 が強 ル人 の国家観 」

い こ とを理 解 す る 。

・現 状 へ の 認 ○ パ レス チ ナ ・イ ス ラエ ル両 民 族 の意 識 か ら、 両 者 ・資料 「自治協 定

識と民族問題 に存在 す る越 え難 い心理的 な壁を認識す るとともに、 合意以後の入植者

解決へ の試 み この心理的 な壁 を乗 り越 えるためには、感情 で はな の考 え方」

開 く、冷静 な判断 力が必要 な ことを考察 す る。

○ 民族 の共存 を図 るに は、お互 いの譲歩 、現状 容認 ・絵 「パ レス チ ナ

への妥協、お互 いの存在を認 めあ うことが大切 であ 難 民 の子供」

る こ とを 認識 す る。 ・発問 と意見交 流

・暫 定 自治 協 01993年 の 自治協定合意 にいたる困難 さと、 その歴 ・資料 「暫定 自治

定 史的意義 にっ いて考 える。 協定」

ま
・民 族問題 の ○パ レスチナ問題 に存在す る感情的 な対立の深 さを ・用紙 の配布

と 複雑 さと、 共 認識 す ることを通 して、民族問題解決 における心理

め 存への可能性 的 な側面 の重要 さを考 え る。

(4)評 価の観点 ①民族問題 には政治 ・経済的 な諸要因がか らみ 、また歴史的 に醸 成 され た

感情 の対立が その根本 に存在 している ことを理解で きたか。②協定合意 に至 るまでの過程 を

通 し、共存 に向か って困難 を乗 り越 えた人 々の行動 を理解で きたか。③国際化 が進 む今 日の

日本 において、民族問題 を 自分 自身 の問題 として認識す る意義 にっいて理解 で きたか。
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(5)指 導上 の留意点 ①歴史的背景 と関連 させ、〉・eレスチ ナ問題を理解 させ るよ うに配慮 す

る。② 資料 や発問 により、民族問題 に内在す る感情の対立 に関心を もたせ ると ともに、 自分

自身の問題 と して と らえ させ るよ うに配慮す る。

2.人 種共存社会 一南ア フ リカ共和国を事例 と して 一

(1)教 材 として取 り上げ た理 由 今 日の世界 は、人種 ・民族 ・宗教 などに起因 す る地 域紛 争

が激化 してい る一方 で、EU(ヨ ーロ ッパ連合)の 結成 な ど国民 国家 の枠 組 み が ゆ らぎ、 新

た な試 みが模索 されて いる。南 アフ リカ共和 国で は、1991年 の アパル トヘイ ト関連法の廃止 、

また、1994年 のマ ンデラ大 統領の就任 により、 白人支配 体制 が終 焉 し、多人種 共存 とい うア

フ リカ史上初 の試 みが始 まった。そ こで、南 アフ リカ共和国 にお ける人種問題 を事例 と し、

アパル トヘイ ト(人 種隔離政策)の 政治 ・経 済的背景 及び崩 壊 にっ いて理解 を深 め させ ると

ともに、同時代史 と して進行 しっっあ る多人 種の地域内共存 にっ いて認識 させ る ことを通 し

て、世界 の人種 や民族 問題 の解決 にっ いて考 察を深め ることをね らいと して、本教材 を取 り

上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は3時 間構成 の第3時 限 目にあた る。第1時 限で は、 アパ ル トヘ イ

ト成立 の経緯 とその特徴 にっいて理解 させ る。第2時 限では、 アパル トヘイ ト崩壊 への過 程

とその理 由にっ いて考察 させ る。本 時で は、新 聞記事 を利用 し、1994年5月 のマ ンデ ラ大 統

領就 任 とい う劇的 な変化 を もた ら した背景 と選挙 に臨んだ各 階層 の人々の それ ぞれの考 えを

理解 させ る。 また、多人種共存 をめ ざす新体制 とRDP(復 興開 発計 画)な どの今後 の課題 に

っ いて、考察 させ る。新学 習指導要 領で は、「世界史A」 の 「(4)現代世 界 と日本 」 の 「工

地域 紛争 と国際社会」、「世 界史B」 の 「(7)現代 の課題 」の 「ア 国際対立 と国際強調 」 の中

で、主 題学習 として扱 う。

(3)展 開 例

学 習 事 項 学 習 内 容 備 考

導 ・選挙 か ら新 ○新聞記事を参照 し、1994年4月 ～5月 の制 憲議 会 ・資料 「年表(新

体制の発足ま 選挙か らマ ンデ ラ内閣の成立 までの年表を作成す る。 聞 ノ ー ト)」

入 で の足 どり ・ ワ ー ク シ ー ト

・暫定憲 法 の 01993年12月 に成立 した暫定 憲法 の内容 を新 聞記 事 ・資料 「新聞記事」

内容 に よ り理 解 す る。

展 ・選挙結果 ○選挙結果 を示 す記事 を参照 し、選挙 に参加 した政 ・新聞 「選挙結果」

党名 や獲得議席 な どをプ リン トに記入 し確認 す る。

・階層 に よ る ○南 ア フ リカ共和国 の様 々な階層 の人 々の考 え を発 ・各 自の 「新聞 ノー

様 々な考 え 表 し、 理 解 す る 。 ト」 の ま と め の 内

開 ①選挙直前、選挙 の実施 を妨害す る動 きにどん な 容 を発表 させ る。

ものが あ っ た か。
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② イ ン カ タ 自由 党(IFP)と は ど うい う政 党 か 、

展 ま た 、選 挙 ボ イ コ ッ トの方 針 が一 転 して 参 加 へ と

変 わ った の は な ぜ か 。

③ 自由戦線(FF)な ど白人保 守派 を構 成す るの

はど うい う人種 で、自由戦線 の主張 は何か 。

④ 民 主 党 、パ ンア フ リカ ニ ス ト会 議 は ど の よ う な

階層 の考 え方 を代表 している政党 か。

開 ⑤今回 の選挙で の国民党 の主張 とは何か。

・マ ン デ ラ 政 ○ ア フ リカ民族会議(ANC)の 選挙候補者 、マ ンデ ・「新 聞 ノ ー ト」

権 のめ ざす方 ラ氏 の講演 や閣僚 の構成 か ら、新体制 の全人種 共存

向 へ の試 みを理解す る。

・新 体制 の今 OANCの 選 挙公 約 で あ るRDP(復 興 開 発計 画)の ・「新 聞 ノ ー ト 」

ま 後の課題 内容 とその実施 のたあの問題点 を、記事 か ら読 み と 「ワ ー ク シ ー ト」

り、その実施 の可 否が新政府 の政治的課題 であ る こ

と とを理解 す る。

○長 い間の対立 ・構想 による諸 階層 の強 い対立 感情

め が共 存を困難 にさせて いることを理解 し、対立 感情

の克服 につ いて考察す る。

(4)評 価 の観点 ①暫定 憲法成立後 の選挙実施 に伴 う様 々な事件 を通 して、各 階層 の人 々 の

意識 を理解 で きたか。② 南 アフ リカ共和国 における多人種共存 の試 み、また、ANCの 選挙公

約で あるRDP(復 興開発計 画)な どを通 して、今後 の課題 につ いて考 え る ことがで きたか 。

③選挙 結果 やマ ンデ ラ政権 の政策 内容 について、新聞記事 の中 か ら必要 な情報 を取 捨選択 す

ることが で きたか。④新 聞記事 に親 しみ、同時代史 としての現代 の国際問題 に興 味 ・関 心 を

もっ ことが で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①事前 に1994年4月 ～5月 の南 ア フ リカ共和国 にかかわ る全 て の新聞

記事 を切 り抜 き、「新聞 ノー ト」を作成 させてお くよ う指導 す る。 ② 事前 に授 業 内容 にっ い

て問題 を提示 し、新聞記 事を政治 ・経済 な どの分野 ごとに分類 させてお くよ う指導す る。

3.ベ ル ギーにおける民族共存

(1)教 材 と して取 り上げた理 由 今 日の世 界 は、民族対立 な どに起 因す る地域 紛争 が頻 発 す

る一方 で、EU(ヨ ーロ ッパ連合)に 見 られ るよ うに民 族 を越 え た国 家間 の統合 も進 展 しっ

っ ある。近年 、 日本にお いて多数の外国人が暮 らすよ うにな り、様々な課題 が生 じて きて い

る。EUの 構 成国であ るベルギーで は、 フ ラマ ン ・ワロ ン両民 族 の対 立 を克服 し、 互 い の民

族 の共存 への取 り組 みが見 られ、EUの 国家間統 合の手本 に もな って い る。 ま た、 民族 対立

が激化 してい る近年 の国際社会で、民族 問題 解決に向 けての意義 あ る取 り組 みで あ る。 そ こ

で 、ベルギー にお ける民族共存の実情 を事例 と して、民族共存 のための政策等 を考察 し、複
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族国家 の民族問題 にっいての認識を深め ることをね らいと して 、本教材 を取 り上 げた。

② 本時 のね らい 本時 で は、民族対立 が起 こ らないための国 内におけ る地域割 りを把 握 さ

せ、 また、それぞれの地域 での言語の使用 によ り、 それぞれ の民族 の社会 ・文化が尊重 され

るよ うにな った ことを理解 させ ることを通 して、 フ ラマ ン ・ワ ロン両民族 の共 存の ため の政

策等 を考察 させ る。 また、ル ーヴェ ン大 学が ワ ロン地域 に新 たにキ ャ ンパ ズを新設、移 転 し

た ことや ブラバ ン ト州 が分割 され ることな どの施策 は、国家が分裂す る一過程 で はな く、 両

民族が お互 いの立場 、文化を尊重 し合 うため の もので ある ことを理解 させ る。本時 は 「ベ ル

ギ ーの社会 と生 活 ・文化」の中で取 り上 げ、2時 間構成の第2時 限 目で取 り扱 う。第1時 限

目で は 「複族国 家ベル ギーお よびベルギー史(民 族対立 の歴史)」 を扱 う。 新学 習 指導 要 領

で は、「地 理B」 の 「(2)人間 と環境 」の 「ア 人種 ・民族 と国家」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・複族国家 に ○ ベ ル ギ ー が複 族 国家 で あ る こ と、 ま た、 ベ ル ギ ー ・100ベ ル ギ ー フ

導
おける民族共 国家成立、及 び2つ の民族 の対立の歴史を確認す る。 ラ ン紙幣

存 ○ フ ラマ ン ・ワ ロ ン両 民 族 が共 存 を 求 め 合 って い る ・ ワ ー ク シ ー ト配

入
こ とに気 づ く。 付

・言語政策 の ○第二次世 界大 戦後、 フラマ ン ・ワロ ンの人 口比 率 ・表 「ベ ル ギ ー の

転換 が逆転 し、1963年 の言語法 が制定 され、 オ ラ ンダ語 民族別人口数」

が フ ラ ンス語 と対 等 の地 位 にな った こ と を知 る。

01970年 か ら4回 の憲法改正 を経 て、 自治 が進 め ら

れ、1993年 に連邦国 家 に移 行 した ことを理解す る。

・連邦 化 に よ 03っ の地 域 政 府(フ ラ ン ドル、 ワロニ ア、 ブ リュ ッ

る自治政策 セル)の 位置 、政策分担 の内容 を理 解す る。

展
03っ の言 語 共 同体 政 府(オ ラ ンダ語 、 フラ ンス語 、

ドイ ツ語)の 位 置、政策分担 の内容 を理解す る。

○地方政府 の自治化 によ り、連邦政府が軍事 ・外交 ・

司法政策 のみ政策分担 してい ることを理解す る。

010の 州 が どの地域政府 な らびに言 語共同体 政府 に ・ ワ ー ク シ ー ト

所 属 して い る か を ワー ク シー トに作 業 す る。

・民族共 存 の ○ フ ラマ ン、 ワ ロ ン両 民 族 の相 互 理 解 ・尊 重 へ の 取
開

たあの取 り組 り組み にっ いて の理解す る。

み ①国内最古 のルー ヴェン大学 の フラ ンス語系 キ ャ ・地 図 「ベ ル ギ ー

ンパ スの 移 転 、新 設 が な さ れ た こ とを知 る。 の言語地 図」

②各言語地域 では、現地 の言語 が使 用 され るのが

原則で、首都 の ブ リュ ッセルだ けが二言語併 用 さ

れて いる理 由につ いて理解す る。
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展 ③ フ ラ ン ドル ・ワ ロ ニ ア両 地 域 政 府 に ま た が る ブ

ラバ ン ト州 が 、 民族 共 存 の た め に 、1995年 に 南 北

開 に分割 された ことを理解す る。

ま

・連邦国 家 ベ

ルギーの将来

○ベルギ ーが連邦国家 になったのは、国家が分 裂 し

て い く一過程で はな く、両民族 がお互 いの立場 を尊

・地 図 「ヨー ロ ツ

パ の民族 分布 地 図」

と

重 しあ うた めの もの で あ る こ とを理 解 す る。

○ ベ ル ギ ー は、 ラテ ン ・ゲ ル マ ン両 民族 の統 合 した

め
EUの 縮図で あ り、EUの 国家間統合 の手本 にな って

いる ことを認識す る。

(4)評 価 の観点 ① ベルギーで はフラマ ン ・ワロン両民族 に大幅 な自治 が与 え られ 、3っ の

政府が政策分担 してい る連 邦国家であ ることが理解 で きたか。② フラマ ン ・ワロ ン両民 族 が

互 いの文化的 価値を認 め合 って いることを通 して両民族 の立場 の尊重 にっいて理解で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ① ワークシー トの地域割 りの作業 に深入 りしないよ う配慮 す る。② フ

ラマ ン地域 に は、 フラマ ン系住民の他 、 ワロ ン系住民 も少数住 んでい ること、 また 、そ の逆

の場合 もあ ることに配慮 す る。

皿 地域の文化的特性の考察

1.フ ィリピンの食文化 一異な る食 文化 の受 容 一

(1)教 材 と して取 り上げた理由 日本文化 は、歴史的 に見 ると、中国文化や西洋文化 な ど世

界 の多様 な文 化の流入の影 響を受 け形成 されて きた。また、 日本 的仏教 ・儒教、 日本 的西 洋

文化 と称 され るよ うに、 日本文化の アイデ ンティテ ィーを保持 しっっ、異文化を受容 し、 か

っ変容 させ、 日本特有の文化的特性 を作 って きた。同様 に、世 界の各地域 にお いて 、地 域 固

有 の文化 と異 文化 との融合 した、地域の文化的特性 が見 られ る。例 えば、 フ ィ リピ ンで は、

中国 との交 易や スペイ ン ・アメ リカの植 民地 という歴 史的背景 の中で、中国、 スペイ ン、 ア

メ リカ文化の影響 を受 けた特有の フ ィリピン文化を形 成 して いる。そ こで、 フ ィ リピン文化

を事例 と して、 その文化的特性の形成の様子を食文化 の形 成を通 して、理解 させ る とと もに

日本 な ど世界の各地域の文化的特性への認識を深め させ ることによ り、異文化 に対 す る寛 容

な心 を育成す る ことをね らいと して、本教材 を取 り上 げ た。

(2)本 時 のね らい 本時 は3時 間構成の第1時 限であ る。身近 な素材 である フィ リピン人 の

食べ物を通 して 、 フィ リピンへの異文化の流入の歴史を理解 させ るとと もに、 フィ リピ ン人

の生 活 に対す る興味 ・関心 を もたせる。第2時 限で は、食べ物 と自然環境 との関係 、 また、

食べ物 を通 して異 な る社会階層 の存在 や地域的特色 を知 る。第3時 限 では、食事 への招 待 か

ら見 た人づ き合 いの仕方 や 「恥」 とい ったフ ィ リピン人 の価値観 を知 る。新学習指 導要 領 で

は、「地理A」 の 「(2)世界の人 々の生活 ・文化 と交流」 の 「イ 諸 民族 の生 活 ・文化 と地域
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性 」 で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・ フ ィ リ ピ ン ○ フ ィ リピ ンの位 置 を確 認 し、 フ ィ リピ ンの 自 然 条 ・地 図帳

導
の食 べ物 の予 件や大陸 との距離 な どか ら、 フィ リピン人 が食 べ て

・ ワ ー ク シ ー ト を

想 い る もの(料 理 や その材料)を 予 想 して 、 ワー ク シー 配付
入

トに メ モす る。

・外 国 か ら の ○外国 か らの食 文化の受容 を写真 か ら理解 す る。 ・写真 は適宜 選 択

食べ物の受容 ① 第1群 の写 真(塩 焼 ・イ ニハ ウ、米 の と ぎ汁 の し、OHCで 撮 影 す

ス ー プ ・ シ ニ ガ ン 、 コ コ ナ ツ ミ ル ク 煮 ・ギ ナ タ ア る 。

ン、焼 きバ ナ ナ、 バ ナ ナの 花 や つ ぼ み の 料理)と ・資 料1「 シ ニ ガ

料理 の材 料を示 した資料1か ら、 フィ リピン本 来 ンスー プの作 り方」

の食べ物(食 材や調理法を含む)を 読み取 る。 ・写真 か ら発見 し

② 第2群 の 写 真(豚 の 丸 焼 き ・レチ ョ ン、 ラー メ た こ と を ワ ー ク シ ー

ン ・マ ミ 、 焼 き そ ば ・パ ン シ ッ ト、 春 巻 ・ ル ン ピ ト に メ モ さ せ る 。

展 ア、粥 ・ア ロ ス カ ル ド、 揚 げ魚 の あ ん か け ・エ ス ・気 付 い た こ と を

カベ ッチ ェ)か ら、 中 国 の 影 響 を読 み と る。 また、 発 表 させ る。

中国料理 に もスペイ ン語の名称がつ いている こ と ・自分 が気付 か な

に気 づ く。 か っ た こ と を ワ ー

③ 第3群 の写 真(パ エ リア 、飲 む チ ョコ レー ト、 ク シー トに追 記 す

肉 の角 煮 ・ア ドボ、 メキ シコ料理 の影 響 と して ピー る 。

ナ ツ煮 ・カ レ カ レ)か ら、 ス ペ イ ンの影 響 を 受 け

た こ とを読 み取 る。 ま た 、 ス ペ イ ンの 食 文 化 は 富

裕階級 に、中国の食文化 は庶民階層 に広 まった こ

とを理解 す る。

④ 第4群 の写 真(ハ ンバ ー ガ ー、 アイ ス ク リーム、

開 コ ー ラ 、 キ ャ フ ェ テ リ ア 、 天 ぷ ら う ど ん 、 た こ 焼

き)か ら、 ア メ リカや 日本 か らの影 響 を読 み取 る。

・食習慣 の変 ○第5群 の写真(手 食や家庭料理 の構成 ・弁 当 の風 ・資 料2「1日 の

化 景)と 資料2か ら、食習慣 の特色 やその変化を読 み 食事」

取 る。

① 手 食 か らス プ ー ンや フ ォ ー クの使 用 へ の 変 化

② 食事 の構 成 は主 食(米)と おかず

③ カ トリック信仰 と関係の深い食べ物

④ スペイ ンのおやっの習慣の取 り入れ
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ま
と
め

・自分 た ちの

食生活 と比較

○ フ ィ リ ピ ンの 食 文 化 の特 徴 、 自分 達 の 食 文 化 との

共 通 点 を ワ ー ク シ ー トに ま とめ る。

(4)評 価 の観点 ①様 々な フィ リピン料理 を通 して、 フィ リピンが多 くの国 々の食文化 を受

容 して いること、 また、 その歴史的背景が理解 で きたか。② 日本 の食文化 との比較 を通 して、

その共通 点 に気付 いたか 。③ フィ リピン料理 の写真か ら、 フ ィ リピンの食文化 を積 極的 に読

み取 れ たか。

(5)指 導上の留意点 ①生徒が、写真か ら学習 内容 を発見 し活用 で きるよ う、写 真提示 の構

成 を工 夫す る。② フ ィリピンの食文化 の地方的特殊性だ けで な く、 日本 の食文 化 との共 通点

も考 え させ、世界 における生活 ・文化 の同質化 に気付かせ るよ う配慮す る。

2.「 世宗」 の事績 一ハ ングル(創 民正音 。大 いなる文 字)創 製を中心 に して一

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日の世界 は、政治 ・経済 ・文化 な どにお ける国際的 相互

依存 関係を一層深 めて お り、 日本 において も、世界 の国 々 との真 の文化理 解 に基づ く相 互交

流が強 く求め られて いる。特 に隣国 の大韓民国 や朝鮮民主主義人民共和国 との間においては、

伝統 文化の尊重や文化的価値観 の受容 などを通 した、密接 な相互理解 がます ます期待 され て

い る。文字 は民族文化 や文化的価値 の象徴 であ るといわれ る。朝鮮半 島にあっては、長 い間、

独 自の文字 を創製 で きなか ったが、15世 紀 に登場 した李氏朝鮮 の世宗 によ り、 は じめて 、 朝

鮮半島独 自の文字 であ るハ ングルが創製 された。 そこで、世宗 によるハ ングル創製 の経 過 に

着 目させ、また、文 字の形、仕組 み などハ ングルの特色 を通 して、朝 鮮半島 の文化 的特 性 を

考察 させ るとともに、異 文化 に対 す る認識 を深め ることをね らいと して、本教材 で取 り上 げ

た。

(2)本 時 のね らい 本 時 は6時 間構成の第5時 限 にあた る。第1時 限で は 「明の成立 と発展」

を、第2時 限 では 「清 の成立 と繁 栄」を、第3時 限で は 「明清 の経済文化」 を、第4時 限 で

は、「李 氏朝 鮮の成立 、政治 の動 き全般」 を、第6時 限で は 「日本、 ベ トナ ム」を学習す る。

本時で は 「世宗」 の事績 、特 にハ ングル創製 の経過 、仕組 み、国民の反応 にっ いて理 解 させ

るとと もに、文字 は民族 文化その ものであ ることを認識 させ る。新学 習 指導 要 領 で は、 「世

界史B」 の 「②東 ア ジア文化圏の形成」の 「ウ 中華帝国 の繁 栄 と朝鮮 、 日本」 で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・ハ ン グ ル に ○朝鮮半 島で は 「漢字」や 「日本語 の仮名」 と異 な ・資 料 「ハ ン グ ル

つ い て る文字 が使われ ている こと、 また、 この文字 は李 氏 の新 聞」

入 朝鮮時代 に作 られた ことを知 る。

展 ・「世 宗 」 に ○ 「世宗」 の事績 の歴史的意味 を考 える。 ・OHC

っ い て ①韓国 の1万 ウォン札 の世宗 の肖像 ・世 宗 に由来 す る

開 ② ソウル市中心 の官庁街 の世宗路 の名称 ものの例示 「紙幣」、
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岬L

③ 旧 暦9月29日 ・新 暦10月5日 の文 字 の 日 「ソ ゥル の 写 真 」

・「世 宗 」 の ○ 「世宗」 の多岐 にわたる事績 を理解 す る。

事 績(1418～ ①倭冠 の撃退 につ いて

50) ②金属活字 の発明 について ・資料 「朝鮮 の歴

③測雨器 ・日時計 な ど、気象観測器具 について 史 の挿絵 」

④宮廷雅楽 の完成 にっいて
展 ・ハ ング ル 創 ○新文字 ハ ングル創製 の理 由や 目的を理 解す る。 ・資料 「訓民 正音

製 の 目的 ①漢字 では、 自国語 を全て表記 で きなか ったこと の序 文」

・ハ ング ル 創

②国 内におけ る識 字率が、あ まり高 くなか った こ

と

○極秘作業 で世 界中の文字を分析 し、形 は平易 で学 ・資料 「朝鮮 の歴

製の経過 問上 の意味 付 けが必要 とされ たことなど、13人 の学 史の挿絵」

者 たちのハ ングル創製 に至 る困難 な経過 にっ いて理

解 す る。

・ハ ン グ ル の ○平易 な こと、母音 と子音の組 み合わせ、形 の由来 ・資料 「反切 表」

特色 な どハ ングルの特 色を理解す る。
開

・ハ ン グ ル に ○保守 派の両班層 が、文字を知 る特権を失 うことを ・生 徒 たちに 自分

対する反響 恐 れ 、 ハ ン グル を 「仮 の 文 字(オ ン モ ン)」 と さ げ の氏名をハ ング ル

す み中国文化 を尊敬 し、抵抗 した ことを理解す る。 で書 かせて み る。

・ハ ン グ ル の ○ 国 民 に使 用 され るま で 、 また 、1894年 に 「ハ ン グ ・OHC

使用の一般化 ル」 とい う正式 名称 を獲得す るまで には長 い年 月が

必要 だ った ことを理 解す る。

ま

・「世 宗 」 の

事績 の確認

○ 中国 の漢字文化 の影響 を受 けた東 ア ジアの国 々 で

は、 自国 の文字 を持 つ ことが中国文化の影響か らの

・資料 「中国 周 辺

民族 の文字 と漢 字

と
自立 で あ り、 自国文 化 の アイ デ ンテ ィ テ ィーの 確 立

で もあ った こ とを理 解 す る。

文化圏」

・文 字 に つ い ○ 日本 の 「仮名文字 」 も日本 固有 の 「文化」で あ る
め

て ことを理解 す る。

(4)評 価 の観点 ① 「世 宗」の事績 にっ いて理解す ると ともに、新 文字 を創製 しよ うと した

理 由が理解 で きたか。② ハ ングル創製 の学者 たちの苦労、両班層 の冷 淡 な反応 を理 解で きた

か。③ 実際 に氏名 をハ ングルで書 くことを通 して、ハ ングルの合理 的な仕組み を理解 す る と

と もに、興味 ・関心 を持 てたか。④ 「文字 」 は国の文化的特性 を現 す ことが理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① 図説 や地 図を効 果的 に活用 し、中国 ・朝鮮 ・日本 の位置、歴 史的 関

係 につ いて具体的 に確認 させ る。② ハ ングルの仕組 み にっ いて の資料説 明 は、深入 りを しな

いよ うに留意す る。
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3.近 代の北海道 とアイヌ民族 一明治政府 による同化政策 一

(1)教 材 と して取 り上げた理 由1993年 の国連の国際先住 民年、1994年 か ら始 ま った世 界 先

住民 の国 際10年 などを契機 に、文化 の独 自性 の保持な ど、先 住民の 自主 的権利 を尊 重 す る こ

との大切 さが、世界の国 々において あ らためて問 い直 されてい る。 日本 にお けるアイ ヌ民 族

は、独 自の宗教及 び言語 を保存 し、 また独 自の文化 を保持 した少数民族 と して認 め られ て い

る。 しか し、明治 に入 り、明治政府 によ り日本国民への同化政策が行われ た。 そ こで、 明治

政府 に よる開拓政策の中 でのアイヌ民族 に対す る同化政策や土地収奪 などに着 目 させ、 その

独 自の文化や伝統 などを理解 させ るとともに、明治時代以前 の北海道 におけ る地 域 の文 化特

性 への考察 を深 める ことを通 して、アイヌ民族 に対す る正 しい認識 を深 め、差 別や偏見 をな

くして い くことをね らい として、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は2時 間構成 の第2時 限 にあた る。第1時 限の 「北 海道 の開拓 」 で

は、中世 ・近世 におけ るアイヌの人々の歴 史の知識 な どにっいて も理 解 させ る。本時 で は、

明治新政府 の北海道 開拓 政策の進展 にともな って、 アイ ヌの人 々の生活が どの よ うに変化 し

て い ったかを理解 させ、 なかで も北海道旧土人保護 法が、 アイ ヌの人 々の生活 を保護 す る と

い う反面 、狩猟 ・漁携民の アイヌ民族 に農耕 を奨励 して、日本国民に同化 してい くものであ っ

た ことを認 識 させ る。新学習指導要領で は、「日本史B」 の 「(5)近代 日本 の形 成 とア ジア」

の 「ア 欧 米文化 の導入 と明治維新」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・少数民 族 と 01993年 の国連の国際先住民年、世界先 住民 の国 際 ・地図 「北 海道 に

導 して の ア イ ヌ 10年(1994年 か ら10年 間)な ど、 現 在 、 先 住 民 の 間 残 るアイ ヌ語 の地

の人 々 題が世界的 に注 目され ている ことに着 目す る。 名 」

入 ○ アイヌの人 々は、文化 の独 自性を保持す る少数 民

族 である ことを確認す る。

・領土交渉 と ○江戸幕府 はロシア との領土交渉 において、ア イ ヌ ・資料 「日露 交 渉

アイヌ民族 民族 を 「日本 に属す る民」 とした ことを理解 す る。 内容」

・明治政 府 に ○ 明治政 府 は、北 海道 開拓 の進展 とともに、 アイ ヌ

よる同化政策 民族 に対 す る同化政策 を次々 と展開 して いった こと

展 を具体例を挙 げなが ら理解す る。

① 自家焼却や男子の耳環、女子の入墨 の禁止 な ど
・写 真

、 絵 、 ビ デ

アイヌの民族習慣 ・文化 の否定 オ 「アイ ヌ文 化 を

②仕掛 け弓、サケなどの川漁や鹿猟 の禁止 など、 学 ぶ」

開 狩猟 、漁携生 活の否定

③戸籍法(1871年)に ともな う 「平 民籍 」 へ の編

入 と 「旧 土 人 」 の 呼称(1878年 ～)な ど 、 ア イ ヌ

の人 々に対す る差別的扱 い
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・北海道 旧土 ○北海道 旧土人 保護法 は、狩猟 ・漁携民 のアイ ヌ民 ・資料 「旧土 人 保

人保護法 族 を農耕民 化す るものであ った ことを理解す る。 護 法」

展
①1877年 の北海道 地券発行条例 によ って、 アイ ヌ ・ 「 ド ー ズ 法 」 と

の人々の居住地 はすべて官 有地 に編 入(「 アイ ヌ の関連 に注意 する。

モ シ リ」 の 否 定)

②1899年 の北海道 旧土人保護法 の公布 ・施 行(給

与地 な どにみ られ る差 別的扱 い)
開 ・教 育 に よ る ○ アイヌ民族 と和人の小学校教育 を区別 した、 旧土

同化政策 人児童教育規定(1901年)は 、 アイ ヌ語 の禁止 な ど

同化政策が 目的で あったことを理解 す る。

ま

・ア イ ヌ文 化

の尊 重

○ アイヌ民族 に対す る明治以降の同化政策 につ いて

理解す る。

・資料 「アイ ヌ新

法(仮 称)」

と
○ アイヌ新法(仮 称)を 通 して、 アイ ヌ民族の主 張

につ いて知 る。

○宗教 ・言語 などの独 自性を有す るアイ ヌ文化 につ
め

いて 考 え る。

(4)評 価 の観点 ①明治政府 の政策 によ り、 アイ ヌの人 々の伝統的生活 文化が失われ、 日本

国 民 に同化 させ られた ことな どにっいて、その経緯 を正 しく理解 で きたか。② アイヌの人 々

や文化 に対す る関心 や尊 重す る態度が生 れたか。

(5)指 導上 の留意点 ① アイヌ民族の伝統文 化を 日本 の伝 統文化 と関連 させ る ことに配 慮 す

る。② ビデオや写真 を効 果的 に利用 し、 アイ ヌ民族 の習慣 ・文化 などを実感的 に理解 させ る

よ うに配慮 す る。

4.東 京 における大正 ～昭和初期の生活文化 一ある俸給生 活者の一 日一

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 第二次世界 大戦後の高度経 済成長 は、 日本 の国民生活 を豊

か にさせ 、戦後 日本 の様 々な大衆文化を生 み出す とともに、中流意識 に象徴 され る大衆 社 会

を形成 した といわれ る。現在の大衆社会や大 衆文化の原形 は、大正か ら昭和初期 に東 京 な ど

の大都市 において形 づ くられ たと考え られ る。サ ラ リーマ ン層(俸 給生活者)の 創 出、大 衆

社 会や大衆文化 の形成 に大 きな役割を果 してい る新 聞 ・ラジオ などの マスメデ ィアの普 及、

活 動写真 ・雑誌 ・流行歌 な どの大衆的娯 楽の盛 況、洋服 や洋髪 な どの風俗の大衆的流行 の芽

生 え などが見 られ る。そ こで、現代の大衆社 会や大衆文化 の原形 が形成 されて い く大正 か ら

昭和初期 の東京 の生活文 化を事 例 と して、東 京 とい う地域 の文 化的特性 に対す る認識 を深 め

ることをね らい として、本教材 を取 り上 げた。

(2>本 時 のね らい 本 時で は、昭和初期 の東 京の平均的俸給生活者 を主 人公 と して、 そ の一

日の生活 を通 して、生活 用具 を は じめ、生活 の中に現 れて くる生活文化 の様 相を、具体 的 か

っ実感的 に理解 させ るとともに、現在 の大衆文化 の原形 や大衆文化 を産 み出す基盤 とな った
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大衆社 会の形成 にっ いて認識 させ る。新学 習指導要 領では、「日本 史B」 の 「(6)両大 戦 と 日

本」 の 「イ 政党政治 の発展 と大衆文化の形 成」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導

入

・主人公 の紹

介

○現代の平均 的サ ラ リーマ ン層 の生活 の原形 が、大

正 か ら昭和初期 の東京 に生 まれた ことを知 る。

・資料 「生活 文化

史年表」

展

開

・マス メデ ィ

アの発達

・東京 にお け

る都市交 通 の

発達 と大 衆的

娯楽の盛況

・洋服 の普 及

・電気、水道、

ガスの普及

・和洋折 衷 の

食生活

○ ラ ジオ体操 と新聞 の購読を通 して、平均 的な俸 給

生活者 の朝の生活 を理解す る。

○新聞、 ラジオなどのマスメディアの発達 を通 して

大衆文化形成 の背景 を理解す る。

○通勤 ラッシュが は じま り、都心で は盛 り場が作 ら

れた ことを理解す る。

①通勤 に利用 された交通機関 にっ いて考え、 そ の

発達 の様子 を理解 す る。

②銀座 や浅草 の様子 を例 に、大衆的 な娯楽施 設 の

発 展を知 る。

③ 活動写真 と流行歌の相乗効果 を知 る。

○銀座や浅草 などの通行人の服装 を通 して、洋 服 の

普及や 当時の風俗の流行 について理解 す る。

○電灯 の下での夕食風景 などを通 して、平均 的俸 給

生活者 の夜 の生活を理解す る。 また、照明を当時 の

明 るさに し、実感す る。

①電灯、水道、 ガスなどの新 しい生活用品の登場

②箱膳 か らち ゃぶ台への食卓の変化

③ 当時 の三大洋食 のカ レー、 コロ ッケ、 トンカ ッ

な ど

・音楽 「ラジオ体

操の歌」

・OHC「 東京の鉄

道網 の発達 」

・資料 「交通 機 関

別一 日平均輸送量」

・音 楽 「東京節」

「東京行進 曲」

・写真「銀座、浅草」

・OHC「 モガ」

・音楽 「洒落男 」

・OHC「 東京銀 座

街風俗記録 」

・資料 「電灯 、 水

道、 ガスの普 及 状

況」

ま

と

あ

・大衆社 会 の

成立

○東京 の人 口増加 や娯楽 、衣食住 などにおける生 活

の均質 化を通 して、東京 に大衆社会 が成立 して い っ

た ことを理解 す る。

・資料 「東京 の人

ロ増加 」

(4)評 価 の観点 ①昭和初期 の娯楽、服装、生活用品、料理 な どを通 して、 当時 の東京 の生

活文化 を具体的 かっ実感的 に理解す る ことがで きたか。②昭和初期 の大衆文化 の形 成を通 し

て、東京 におけ る大衆社会 の成立 を理解 で きたか。③現代の生活や文化 にっ いて興 味や 関心

を新 たにす ることがで きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ①写 真、音楽 、実物 な どを有効 に活用す る とと もに、指導 内容 は よ り

具体的 な素材 を取 り上げ る。② 「生活文化史年表」 を適宜参照 させ るよ う配慮 す る。
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5.ア メ リカニ ズムの解読

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 現代 の日本文化 は、戦後一貫 して 「アメ リカ化」 し、文 化

や価値観 が アメ リカ的 に変化 した といわれる。確 かに、 日本 とアメ リカの消費文化 は、表 面

的 に はきわ めて類似 して い るが、 フロンテ ィア精神 や多民族社 会を背景 と した 「フェアな競

争意識 」「経済 合理性 」「契約思考」 な どアメ リカ社 会の基層 に ある価値観 は大 きく異 なる。

そ こで、流動的移民 によ りっ くられた多民族社 会の特質や費用便益的 な経済合理性 に基 づ く

産業 活動 などへの理解 を通 して、異 文化 と しての アメ リカを認識 させ ることをね らいとして、

本 教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本 時 は、「TVのCMか らみた アメ リカの企 業運 営 と消費 文化 」 と し、6

時間構成 の第6時 限にあ たる。第1・2時 限で は 「多民族社会 の形 成 」、 第3・4時 限 で は

「アメ リカ ン ドリームの場 としての産業 」、第5時 限で は 「契約 と訴訟社 会」を扱 う。視 聴 者

の満足感 を得 るため に高 度 に洗練 され たTVのCM文 化 の中で、特 に 「比較 広告」を素材 とし、

アメ リカの経済文化の中心的価値観で ある 「市場競争原理」 と市場経 済国家 アメ リカの もっ

バ イ タ リテ ィーを認識 させ る とともに、 アメ リカ社会 の中での メデ ィアの役割 に も関心 を持

たせ、 日本 への影響を考察 させ る。また、倫理 コー ドや宗教 の社 会的影響力 な ども理解 させ

る。新学 習指導要領で は、「地理A」 の 「(2)世界の人々 の生活 ・文 化 と交 流 」 の 「イ 諸民

族 の生 活 ・文化 と地域性」、「地理B」 の 「②生活 と産 業」の 「イ 産業 の国際化 、情報 化 と

地域文 化」で扱 う。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

・ ア メ リ カ の ○ ジー ンズ や タ バ コ 、 清 涼 飲 料 水 、 酒 のCFを 通 し ・資 料 「タバ コ な

導
消費文化の影 て 日本 の大衆消費文化 へのアメ リカの影響 を知 る。 どのCF」

入
響 ・MTVの 映 像

・比較広告 の ○ 日本 、ア メ リカ共 に市場経済 に基 づ く国で あ るが ・ビデ オ 「運 動 靴

背景 何 故 、 ア メ リカ のCFで は 「比 較 」 が 好 ま れ る の か のCF」

を 日本 で放送 で きなか ったCFを 見て考察す る。 ・ビ デ オ 「ペ プ シ ・

展
・ フ ェ ア な 競 ○嫌 われ る日本 的 「安 定」、好 まれ る 「挑戦 」(パ イ フ ィ ー リ ング 編 の

争精神 オ ニ ア精 神)に つ いて 、 理 解 す る。 CF」

①紙 おむっ と母親改造などにおける技術革新 とマー ・資料 「紙お む っ

ケ ッテ ィ ング に よ る市 場 創 造 の開発」

② ダイ エ ッ トコ ー ラな ど にお け る訴 求 性 の 高 いC ・ビデオ 「ペ プ シ

Mと セ グメ ン ト化 された消費者 社 のCF(類 人 猿

③ パ ソコ ン市 場 などにお ける独創性へ の尊敬 と独 編)」

開
占への反発を利用 したCF ・ ビ デ オ 「ア ッ プ

・独創性 の評 ○独創性 の育成 など背 景 にあ るフェアな市場経 済 な ル社 のCF(1984年)」

価 どを理解 す る。
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・公共広告 と ○ 日本政府 の利用 などを理解す る。

選挙広告 ①性倫理、 エイズ防止、薬物乱用防止 など ・資 料 ビデ オ

展
②寄付 のお願 い、徹底 した 「比較」選挙広告 など

・ ア メ リ カ 文 ○各国 のCMへ のアメ リカ文化の影響 にっ いてグルー ・評価用 資料 「キ ャ

化の影響力 プで討議す る。 ン ペ ー ン型 ・イ メ ー

開
①中国、 シンガポールなど途 上国型CM ジ型 ・ム ー ド型 な

② フ ラ ンス、 イ ギ リス な どの ヨー ロ ッパ 型CM ど」

③ サ ン ト リー、 ウ ー ル マ ー クな どの 日本 型CM

ま ・日 米CF文 ○ 日本 へ の ア メ リカ のCFの 影 響 に つ いて 、 今 後 の ・討議用 資料

と 化の差異 討議 の準備をす る。

め

(4)評 価 の観点 ①TVのCMは 、制 作 ・放送 されてい る地域 に応 じて、異 なる方法 を 用 い る

ことが実感 で きたか。② 比較広告 を通 じて、経済文 化の差異 を理解 し、 日米経 済摩擦 の背景

を理解 で きたか。③ 日本 人の消費行動 の アメ リカ的側面 と非 アメ リカ的側面に注 目できたか。

(5)指 導上 の留意点 ①TVのCMの 資料の考察 について は、過 度の一般化 はさけ、 生徒 に具

体的 に読 み取 らせ るよう、 ワーク シー トを活用 させ る。②TV局 が行 う番 組編 成 の指 針 、 政

府公報 や公共広告 にお ける民族 ・宗教 な どへの配慮 を通 じて、 アメ リカ文化の寛容 さな どア

メ リカ文化 を多角的 に理 解 させ るよう配慮 す る。
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